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うそろわれわれは気が付 くべ きで はな い だろ うか 。

仮に人間の 寿命を200才 まで 延長す る こ と に 成功 し

た と して も 、 それ が本当に望 ま し い こ と な の だ ろ う

か 。か つ て 人間が 自然の 循環の 中で、生の 意味と死

の 意味を理 解 し 、 「生 に飽 きて」死んで い っ た とす

れば、た とえ40年の 寿命 し か な くて も、人間と して

は は るか に幸福だ っ た の で は な い だろ うか 。今 日、

死はひ たす ら忘却す べ きもの 、排除す べ きもの に

な っ て しま っ た 。 けれど も、それに もか か わ らず、

や は り人間は死 を免れ る こ とはで きない の で ある。

そうだ とすれば、他人の臓器 を移植するな どと い う、

免疫系 と い う観点か ら見て 全 く不自然な こ とをして

まで 、生命を延長する必要が あるの だろうか 。そう

した生へ の 執着は、真に 幸福な生 と死 にと っ て妨害

で しか な い よ うに思 われ る。む し ろ問題 なの は 、

「神なき、預言者 な き時代」に生 き ざるを得な い わ

れわれが 、新 たに生 と死の意味を見い だすこ とで は

な い だ ろうか 。
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　昨年 「ミ レ ニ ア ム 」 とい う言葉が流行 した 。 今年

に 入 っ て も、意味が よくわか らな い まま、こ の 言葉

が まだ使われて い る。

　 Millenniumは （千）を合成する言葉で ある 。 ミレ

ニ ア ム が ただ千年 を数 える単位で あれば、これは考

古学や 史学で使われて い る 。 例えば前4  年紀とい

え ば、紀元前3001年〜4000年の 期間を指す 。 年代の

設定 に零年は ない の で 、1 千年紀 は1 年 〜1000年 、

2千年紀 は 1001年〜2000年とな る 。 だ か ら3 千年紀

は2001年つ まり今年か らス タ ー トする。

　 さて私 たちが ミレ ニ ア ム と い う ときに意識するの

は、暦の 上で千年単位の 年の 区切 りが た また ま到来

した とい う こ と で は ない 。元来 ミ レ ニ ア ム とい う言

葉の 出所は聖書に ある。その ために ミ レ ニ ア ム には

ある種の 宗教的雰囲気が つ きま と っ て い る 。

　新約聖書の 「黙示録」 20章が ミ レ ニ ア ム の 出所で

あ る 。 この章の テ
ー

マ は、幻視の 世界の 終末に起 こ

る 、神 ・キ リ ス ト ・天使群 vs ．悪魔 ・不信者の 霊的

戦闘で ある。究極的に前者側の 勝利 が訪れる前に 、

天使 は古 い 巨獣で ある竜すなわち悪魔 を縛っ て深淵

に投げ込み 、これ を千年間監禁する。こ の 千年間が

「至福千年」と呼ばれ、復活 した聖徒た ちが キ リス

トと共に 世界 を治める。 千年が終わると、解 き放た

れた悪魔は大軍団 を率い て聖徒た ちに最後の 戦 い を

挑む が、天か ら降る火に焼かれて 、火と硫黄の池に

投げ込まれ、そこ で永遠の 苦痛に さい なまれる。そ

して 「新 しい エ ル サ レ ム」な る新天新地 が出現 して

「事が成就」す るの で ある 。

　 こ こ か ら、ミレ ニ ア ム は 「千年j とい う期間と同

時 に 、キ リス トと共 に統治する 「千年王 国」 と か

「至福千年」を意味す るこ とが理解 され るe

　キ リス ト教の 終末観は、イ エ ス の 終末予言や 「黙

示録」の 記述に基づ い て 、使徒たちの在世中か ら現

代 まで根強 く存続 し て い る。 ミレ ニ ア ム に絡む世界

の 終わ りは大略以下の ようなもの で ある。人類の 腐

敗は義の 神の 審判を受けね ばな らな い 。 キ リス トの

信者は堕落した世界か ら い つ か 別な清浄な世界へ 移

され、永遠の 至福を享受 し、悪に満ちた現世 （地球）

そ の もの が破滅 し、悪人や不信者は永遠の 責め苦を

受け るか
、 あ るい は絶滅する で あろ う。現世の 「末

日」は千年王国の 前か後に来て 、以上の出来事は キ

リス トの 再臨に よっ て成就 しよう。 キ リス トは地上

の 空の 雲に 乗っ て 現れ、すで に死ん だ信者の バ ラ バ

ラにな っ た肉体は奇跡的に結合 されて復活 し、永遠

の 至福 に 入 っ て ゆ く。

　キ リス ト教徒が信 じたこ うした出来事は一度 も起

こ っ て い ない 。し か し彼 らは失望す る こ とな く、そ

の 時期を正 確に予測で きな か っ た だけ だと考えた 。

キ リ ス ト教界で は現在に 至 る まで 「そ の 日」の 予言

が さまざまな形でな されて い る。

　悪 しき世界の 滅亡 と義人の 救済の 日の 到来を説く

終末観 は、始め （創造 〉と終わ りが セ ッ トにな っ

た世界観を有するユ ダヤ
ー

キ リス ト教的伝統に、ペ

ル シ ア の ゾ ロ ア ス タ ー教の 世界観 が結びつ い た もの

で ある。しか し無始無終 の 宇宙観をもつ 仏教 に も、

「末法」 とか弥勒信仰 が見 られ るか ら、終末観 は広
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範な宗教現象 ともい えよう。ただ世界創造の 時期に

関 しては 、西洋で は自然科学の勃興期に この 推定が

ま じ め に な され た。今で は
一

笑に付 されるが 、世界

創造は ケプラ
ーの 算定 によればB．C．3993年、ニ ュ

ー

トン に よればB．C．3988年で ある 。

　18世紀の 哲学者カ ン トは有名なAntinomie （二 律

背反） の 学説を唱 え、人間の 「理論理性」（認識す

る理 性）は世界の起始に つ い て は決 して知 りえな い

とした 。 宇宙に始ま りが あ っ た とも、な か っ たと も

人間は考 えるこ とがで きるが、両方の 考えは経験 を

超えた事柄ゆ えに証明も反証明 もで きな い 。

　世界の 終末に つ い て カ ン トは 『万物の 終わ り』と

い う論文で論じて い る 。 彼は 「万物の 終わ りとい う

理念 は、世界にお ける事物の 自然的経過で はな く道

徳的経過に関する思弁に よ っ て の み 発生す る。それ

ゆ え世界の 道徳的経過 は超感性的な もの にの み関係

する」と述べ
、 終末を時間内の ど こ か に予測する こ

との 無意味 さを強調 して い る。カ ン トは 「黙示録」

の 一部 をこ うした原則 によっ て解釈 し、聖書の 予言

的叙述は も っ ぱ ら道徳的 に （つ まり精神や心の 善

悪に か か わる状態に即 し て ）理解すべ きだと考え る。

カ ン トの 批判を無視するか の よ うに、19〜20世紀を

見渡すと、終末 ・最後の 審判 ・キ リ ス トの 再臨の 時

間的な予測と、物質的世界の 破滅とが 大半の 人びと

の 関心事とな っ た観が ある 。

　千 と い う、それ自体意味の な い 数字に こ だわ っ て
、

紀元1000年に は終末の 恐 怖が広 が っ たが、結局は何

も起 こ らな か っ た 。 次 は2000年で ある 。 ノ ス トラ ダ

ム ス だけで なく、2000年が近づ くに つ れて大半の 終

末予言が2  年に収斂 して ゆ く。 実例を少しあげよ

う 。 現代の 千年王国運動の 発端 とな っ た、ア メ リカ

の 農夫 W ．ミ ラ ーの 聖書解釈は、キ リス トの 再臨の

時期を1843年頃と推定 した 。 ジ ョ ナサ ン ・エ ドワ ー

ドに よれば、千年王国は 20世紀末に 到来する。ア メ

リ カ の 再臨 派の 諸教会 は 、世 の 終 わ り を、1914、

1919、1925、1975年等々 と予言 し、
一

つ が はずれる

たび に 、計算の や り直 し に よっ て修正 して きて い る 。

内村鑑三 の 再臨運動は有名な話で ある 。

　教会外で も、聖書 の みな らず占星術や催眠状態を

援用 し て 、多 くの 予言がなされ た。周知の ように 、

ノ ス トラダ ム ス は 1999年7 月に世界が滅び ると予言

した 。 ア メ リカ の エ ドガー ・
ケ イ シ ーが 「リ

ーデ ィ

ング」と呼ばれる、催眠状態で 行っ た 予言に よれば、

大陸の 再形成 ・火山の 爆発 ・地震 に よる地殼の 隆起

新しい精神の世紀●

を伴 う世界の終末は 、1958− 1998年に始まる とい う

（1934年の リーデ ィ ン グ）。

　1995年に起き た オ ウ ム 真理教の 事件も、や は りこ

うした予言に 関連 し て い る。彼 らは世界の終末の 幻

想に捉え られて 、予言を自作自演 した の で ある 。 ま

た ウ ガ ン ダ の 寒村で 起 きた
、

カ ル ト教団 「神の 十戒

復古運動」の悲劇 も忘れ えな い 。 教団は終末を1999

年12月31日と予言 し 、信者 をノ アの 箱船に なぞ らえ

た教会 に集め た 。し か し その 日が過 ぎて も何の 変化

もな く、迎えに来るはずの 聖 母 マ リア も現れなか っ

た。信者の 不満を封 じ込め ようと、2000年の 3 月17

日に教団幹部は、信者を教会に閉 じ込め て 火を放っ

た。500人の 信者が焼殺 された の である。

　それで は聖書や他の 宗教聖典、あるい は予言者や

心霊家の 、終末や ミ レ ニ ア ム の 予言的記述は、まっ

た く荒唐無稽で無意味な もの な の だ ろうか 。当然、

こ うした疑 問が 生 じる。1999年7 月の 「朝 日新聞」

は 、日本の 大学生の 半数が ノ ス トラ ダ ム ス の 予言に

「不安」を感 じて い る と報 じて い る。こ うした若者

も2000年が来 ると、 ミレ ニ ア ム だとい っ て 、 言葉の

意昧をよく知 らな い まま、
一

種の お祭り気分に 浸 っ

て い る 。

　私た ちは 今、聖典や神話に は もっ と深い 内面的な

意味が宿されて い る の で はな い か と考 えるべ きで は

ない だろうか 。カ ン トに よれば、健全な精神に と っ

て ミレ ニ ア ム が意味 をもつ の は、事物の 自然的経過

で は な く、そ の 道徳的経過で ある。道徳的経過とは 、

現代風に い えば、精神的 ・心 的 ・霊的成長の過程 、

ある い は魂の 変容過程と い う こ とで あ ろ う。世界の

終末が来 ると し た ら、それは類 とし て の 人間 （人類）

の 道徳性 （つ ま り善悪の 意識〉や、霊性 （つ ま り宗

教的意識）の 歪みや 未成熟に 関係する 。 世界の 破滅

とは 、私た ちの 集合的な無意識の 危機へ の 象徴的な

警告か もし れ な い
。

　18世紀の科学者兼神秘家で ある ス ウ ェ
ーデ ン ボ ル

グ は、自分の 霊的体験 と思索に基づ い て 「黙示録」

の 「内な る霊的な意昧」を探 り、ユ ダヤーキ リス ト

教の 伝統内に生 きた人類の 魂全体の 成長 ・衰退 ・再

生の プ ロ セ ス を読み解い て い る。多くの 黙示録解釈

や終末予言は 、
一
言で い えば、恐怖に よる信仰の 強

制で あるが、ス ウ ェ
ーデ ン ボル グ の 解釈は 人類の 魂

に愛と希望 によ る成長へ の 指標を示唆 して い る 。

　こ う した健全な思索の 伝統は現代に も引 き継がれ

て い る。著名 な ア メ リカ の 神学者 、 L ．ロ バ ー
ト

・
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ケ ッ ク博士は昨年 『聖 なる探求　　人類の魂の進化

と未来』 （Sacred　QuesちThe　 Evolution　 and 　 Future

of　the　Human 　Soul）を Swedenborg　 Foundation

Publishersか ら出版 し た。それは人類の 魂　（Human

Soul） つ ま りユ ン グ の い う人類の 集合的無意識の

レ ベ ル で の 魂の 進化を検証 し、その 未来の 展望 を拓

く試み で ある 。 彼に よれば、人類の 魂 は Epoch　I，

H ， HIの 段階 を経 て進化す る。　Epoch　 I は B．C．33 
一一B．C．8000年で 、こ の 時期は幼児期と呼び うる。そ

の 特性 は、自然 との
一

体感 ・無暴力 ・女性性の 尊重

等で ある 。 農耕定住生活の 導入 に よる Epoch　IIは

B ．C ．8000年か ら現代ま で続き、それは青春期で あ り、

支配 ・暴力 ・個の 時代で ある。Epoch　lllは現代に 始

まり未来へ と続く成長過程で あ り、 人類の魂が成年

となる時代に相当する。全一性 を求めて の 自己の 拡

大 ・自然との 再結合 ・差異の 尊重 ・権力の民主化
・

グ ロ ーバ リズ ム等が 課題 と なる。ケ ッ ク博士 に よれ

ば、人類の 魂の 進化は時機の 熟 した ときに急激に な

され、そ の 後 は長い 平坦な道筋 をた どる 。 現代は新

旧 の 分岐点に位置 し、激 し い 変革の 時で ある。著者

は学問の 多分野に踏み込み 、こ の 壮大な仮説を検証

しよ うと努めて い る 。

　 ミ レ ニ ア ム は 、その 表層を捉えれば、たん なる気

分転換で ある。また聖書や神話の 字義 へ の 拘泥はカ

ル ト教団の 悲劇 に つ なが る。 今必要な の は、心や魂

の 変容の 転換点を示唆す る、その 隠 された意味の 真

摯な探求で はな い だ ろ うか 。

現代科学の動向
蝉 署 櫑

ジャ
ーナリス ト 平 野 勝 巳

　相次 ぐ医療過誤 ・薬害か ら遺伝子組み 換え食品、

臓器移植、東海村 事件 、少年 に よ る 凶悪犯罪 ま で

20世紀 の 最後の 数年を騒 がせ たで きご との 底辺に

は 「科学 と人間の 乖離」 と い う共通の 問題が潜んで

い る 。

　そ う考 えて 、人間の 未来に関心 を抱 くひ と りの

ジ ャ
ー

ナ リス トと し て 何 らか の 見通 し をもっ て お

きた い 、と思 っ で
一
昨年末に 『生 きて ゆ くた めの サ

イエ ン ス　生命論パ ラ ダ イ ム の現 在』 （人文書院）

とい う本 を上梓 した。

　最先端の テ
ー

マ を追 っ て い る科学者 （哲学者）を

独断と偏見で チ ョ イ ス させて い た だ きイ ンタビ ュ
ー

内容をまと めた本で ある 。 ちな み に拙著に は本学会

の 元会長、湯浅泰雄先生に も登場い ただい た。

　そ し て 、同書 を上梓 して 私は、人間と乖離 して し

ま っ た現 代科学の 現場で 今、人間と の つ なが りを取

り戻す新 たな理 論な り思想が生 まれ つ つ ある こ とを

確信 した。以下 に、その 内容の 一端 を素描 して 「現

代科学の 動向」をつ か む
一
助にで きればと思 う 。

　現代の 科学思想界で 今、もっ ともヴ ィ ヴ ィ ッ ドな

話題 の なか に 「複雑系」が あり、「オ
ー

トポ イエ ー

シ ス 」が ある 。 科学の 話題はほ か に もあろ うが 、科

学的通念 に対す る破壊力 とい う点で は、こ の 二 つ が

群を抜い て い るように筆者に は思 える 。

　まず複雑系は、近代科学が前提 と し て きた 「線形

近似」 とい う手法が 多くの 場合、現実の 自然をと ら

え損ね て い る ことを暴露した。

　 「線形近似」とは、現象を表現する の に線形の 因

果関係を使い 、その 解が現象 を再現 しなければ、も

と の 方程式 に線形か らの ズ レ を表す成分 を摂動項 と

して追加 し、解に その 効果 を上乗せ すると い う手法

で ある。

　これに対して複雑系の 手法は 、 化学反応 に も、電

気回路 に も、さらには惑星の 軌道に さえ非線形現象

が偏在 し、「現実の 自然は 、近代科学 が描い て きた

よ うに単純で はな い 」とい う こ とを理論的にあきら

か に した。

　こ う して 自然科学か ら社会科学まで今や 「複雑系」

と い う言葉が あふれ返 っ て い る 。 それほ どに複雑系

の イ ン パ ク トは 大きい 。

　しか し、で ある 。 複雑系の 解説書をい くら読んで

も、よ くわか らない 。研究者 自身 もその 不可解 さに

翻弄されて い るよ うな印象が 強い 。 い っ たい 複雑系

の 本質 はどこ に あるの だろうか 。 その 難題 を解 く有

力な論点の 一
つ に松野孝一郎氏（長岡技術科学大学）

の 「内部観測」があ る 。
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